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業経済群。韓国、台湾、香港、シンガポールを指す）2 か国・2 地域のう
ち香港を除く NIEs3（韓国、台湾、シンガポール）、1967 年発足当初か























高（資産）は終始増加傾向を示し、2000 年～ 2015 年には 4.52 倍に増え
ている。日本の貿易額が 2000 ～ 2002 年から 2013 ～ 2015 年にかけて 1.83
倍（輸出額は 1.57 倍、輸入額は 2.16 倍）であったから（３）、日本の対外
直接投資残高（資産）の伸びは貿易額の伸びを大幅に上回っていること
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になる。








日本のアジア向け直接投資も再び増加する。2000 ～ 2015 年間で 7.28 倍
増となった。これは世界全体平均4.52倍を大きく上回っている。この結果、
アジアのシェアは 2000 年の 17.7％から 2015 年には 28.5％となり、EU を
再度逆転し、米国に迫る勢いをみせている。なかでも中国は同期間に 3.1％
から 8.6％へと急増した。この間のアジアのシェア増加分の半分以上を中
国が占めている（ただし、2012 年 9 月に日本政府による尖閣諸島の国有






















　韓国では製造業のシェアは 2010 年 60.0% から 2014 年 48.8％へと一挙




ずれも 1 位が卸売・小売業、2 位が金融・保険業となっているが、香港








示すものであろう。アジアの中では中国が 25.3％、NIEs が 33.9％（うち
韓国 47.9％、台湾 46.4％、香港 26.2％、シンガポール 24.6％）、ASEAN4
が 33.9％（うちタイ 38.5％、マレーシア 27.9％、インドネシア 27.9％、フィ
リピン 24.4％）であった。韓国、台湾が際立って高く、タイもかなり高い。
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確認すると、在アジア日系企業は 2001 ～ 2004 年度から 2012 ～ 2014 年
度にかけて売上高は 2.59 倍、同じく仕入高は 2.47 倍となった。この伸び
率は全日系企業の伸び率（同期間に売上高は 1.65 倍、仕入高は 1.55 倍）
を大きく上回っている。その結果、全日系企業に占める在アジア日系企



















系 企 業 は そ れ ぞ れ 30.4 ％、
54.9％、14.7％であった。とも
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　また現地の他の外資系企業が占める比重は、2009 ～ 2011 年度から
2012 ～ 2014 年度にかけて全日系企業は販売で 3.3％から 5.1％へ、調達で
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その黒字額（D － H）は 2001 ～ 2004 年度は対日貿易収支（B － F）の
赤字額を下回ったものの、その後は常に上回っている。全日系企業は日
系企業所在地にとって対日貿易収支を悪化させてはいるものの、貿易収














　なお全平均の輸出入額比 [（B ＋ D）／ （F ＋ H）] をみると、全日系
企 業 で は 119.2 ％（ うち日 本（B ／ F）は 49.5 ％、 第 三 国（D ／ H）






その黒字額は減少して 2012 ～ 2014 年度平均では赤字となっている。日
本からみた全日系企業の輸出額は全平均で 17 兆 5690 億円（日本からの
調達額（F）19 兆 5211 億円 ×0.9）、輸入額は 10 兆 7428 億円（日本向け
販売額（B）9 兆 6685 億円 ÷0.9）に相当するので、全日系企業は日本に




兆 182 億円（日本からの調達額（F）8 兆 9091 億円 ×0.9）、同じく輸入
額は 9 兆 2320 億円（日本向け販売額（B）8 兆 3088 億円 ÷0.9）であった。







　全日系企業は 2001 ～ 2004 年度から 2012 ～ 2014 年度にかけて売上高
は 1.90 倍、仕入高も 1.86 倍に増えた。だが、在アジア日系企業もそれぞ
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れ 4.31 倍、4.38 倍と全日系企業を大幅に上回る伸び率を示したため、当
該期間において在アジア日系企業が全日系企業に占める比重は売上高で










































平均で 6 兆 6279 億円に上った。この赤字額は全日系企業（製造業）の赤















は 123.6％（うち日本（B ／ F）は 17.5％、第三国（D／ H）381.6％）、在ア





　日本からみた全日系企業による輸出額は全平均で 7 兆 2331 億円（日本
からの調達額 8 兆 368 億円 ×0.9）、輸入額は 1 兆 5654 億円（日本向け販
売額 1 兆 4089 億円 ÷0.9）となり、全日系企業は日本に平均して 5 兆
6677 億円の貿易黒字をもたらしていることになる。この金額は先にみた




平均して 2 兆 6245 億円（日本からの調達額２兆 9161 億円 ×0.9）、輸入
額は 1 兆 2087 億円（日本向け販売額 1 兆 878 億円 ÷0.9）で 1 兆 4158 億





　在アジア日系企業は 2001 ～ 2004 年度から 2012 年度～ 2014 年度にか
けて売上高は 1.27 倍、仕入高は 1.16 倍と 3 業種中最も低い増加率にとど
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まった。だが、同期間の全日系企業の売上高は 0.83 倍、仕入高は 0.76 倍
と減少したために、在アジア日系企業が全日系企業に占める比重は当該
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　日本からみた全日系企業による輸出額は平均して 4 兆 5869 億円（日本
からの調達額 5 兆 966 億円 ×0.9）、輸入額は 3 兆 8210 億円（日本向け販





3936 億円（日本からの調達額（F）2 兆 6595 億円 ×0.9）、輸入額は 3 兆







やしているとはいえ、いずれもピーク時の 2005 ～ 2008 年度段階まで回
復していない。全日系企業は 2001 ～ 2004 年度から 2012 ～ 2014 年度に
かけて売上高は1.43 倍、仕入高は1.19 倍と製造業全体平均の伸びを下回っ
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　日本からみた全日系企業による輸出額は平均して 1 兆 515 億円（日本
からの調達額 1 兆 1683 億円 ×0.9）、輸入額は 1 兆 821 億円（日本向け販
売額 9739 億円 ÷0.9）で全日系企業は日本に 306 億円の貿易赤字をもた
らしている。しかも近年は輸入額が輸出額を大きく上回るようになり、
2012 ～ 2014 年度平均で貿易収支赤字は 1752 億円に拡大している。
　これに対して、在アジア日系企業による貿易収支赤字額はさらに大き
く、日本からみた全平均の在アジア日系企業による輸出額は 5731 億円（日
本からの調達額 6368 億円 ×0.9）、輸入額は 1 兆 444 億円（日本向け販売





表８によれば、在中国日系企業の売上高は 2001 ～ 2004 年度から 2012 年
度～ 2014 年度にかけて 4.91 倍、同じく仕入高は 4.64 倍に、在 ASEAN4
日系企業はそれぞれ2.21倍、2.12倍に、また在NIEs3日系企業は同じく1.72
倍、1.68 倍となった。先にみたように同期間における在アジア日系企業
の伸び率は売上高が 2.59 倍、仕入高が 2.47 倍であったから、在中国日系
企業の伸び率はアジア平均を上回り、在 ASEAN4 日系企業と在 NIEs3
日系企業はアジア平均を下回っていることになる。その結果、在アジア
日系企業に占める比重は在中国日系企業は同期間に売上高が 20.1％から
38.1％へ、仕入高が 20.1％から 37.7％へと急増しているが、ASEAN4 日
系企業はそれぞれ 41.8％から 35.7％へ、41.7％から 35.8％へ低下し、さら








21.6％、現地販売 61.4％、第三国向け 17.0％、在 ASEAN4 日系企業がそ
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　なお日本の輸入額に占める日系企業の日本向け販売額の比率（B ／ I）
は、平均で ASEAN4 が 41.2％と最も高く、中国が 23.7％でそれに次ぎ、
NIEs3 が 15.7％で最も低かった。先にみたように世界平均が 15.3％、ア
ジアが 30.0％であったから、日本の ASEAN4 からの輸入に占める現地日
系企業の地位は突出して高いということになる。また中国も増加趨勢に




達が 27.7％、現地調達が 61.9％、第三国から調達が 10.4％、在 ASEAN4








／ X）は平均で中国が 27.4％、ASEAN4 が 48.2％、NIEs3 が 15. ７％であっ










で 93.4％、調達で 88.2％、同じく在 ASEAN4 日系企業が 86.9％、83.4％、








けが 42.4％、地場企業向けが 53.7％、同じく在 ASEAN4 日系企業が






29.0％、地場企業からが 65.5％、在 ASEAN4 日系企業がそれぞれ 39.1％、













種別では輸送機械 41.2％、情報通信機械 68.1％、電気機械 50.4％）、在
ASEAN4 日系企業が 44.0％（同じくそれぞれ 37.8％、64.3％、44.1％）、
在 NIEs3 日系企業が 19.1％（同じく 15.9％、28.1％、23.6％）であった。
他方で日本からの調達と現地日系企業からの調達の合計が仕入高に占め
る比率は在中国日系企業が 42.8％（同じく 47.4％、60.9％、38.0％）、在


































　なお輸出入額比 [（B ＋ D）／（F ＋ H） ] をみると、全平均で在
ASEAN4 日系企業 165.2％（うち日本（B ／ F）97.0％、第三国（D ／ H）







本からの調達額（F）2 兆 8310 億円 ×0.9）で、輸入額は 3 兆 4562 億円（日
本向け販売額（B）3 兆 1106 億円 ÷0.9）であったから、差し引き 9083
億円の赤字となっている。これは日本の対中国貿易収支（X － I）の赤字
額 2 兆 7920 億円の 32.5％に相当する。在中国日系企業はその分だけ日本
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にとって対中国貿易収支を悪化させる要因となっていることを示してい
る。
　また、日本からみた在 ASEAN4 日系企業による輸出額は平均で 2 兆
7078 億円（日本からの調達額（F）3 兆 87 億円 ×0.9）、輸入額は 3 兆
2418 億円（日本向け販売額（B）2 兆 9176 億円 ÷0.9）であったから、差
し引き 5339 億円の赤字をもたらしている。これは日本の対 ASEAN4 貿
易収支（X － I）の赤字額 8383 億円の 63.7％に相当する。在 ASEAN4
日系企業はそれだけ日本の対 ASEAN4 貿易収支の赤字を拡大させてい
ることになる。
　これに対して日本からみた在 NIEs3 日系企業による輸出額は平均で 1
兆 6028 億円（日本からの調達額（F）1 兆 7809 億円 ×0.9）、輸入額は
9663 億円（日本向け販売額（B）8697 億円 ÷0.9）であったから、差し引
き 6365 億円もの黒字をもたらしている。これは当該期間の日本の対




　表 9 は在中国・ASEAN4・NIEs3 日系企業（輸送機械）の販売先別売
上高・調達先別仕入高構成を示している。
　在中国日系企業は 2001 ～ 2004 年度から 2012 ～ 2014 年度にかけて売








高で 53.3％から 48.7％へ、仕入高で 55.5％から 49.3％へと低下している。
ただし全日系企業に占める比重は同期間に売上高で 11.7％から 24.3％へ、
仕入高で 11.7％から 24.5％へと急増している。現時点で在 ASEAN4 日系
企業の売上高、仕入高はともにアジアの半分、全世界の 4 分の 1 を占め
ていることになる。
　これに対して、在 NIEs3 日系企業は当該期間に売上高は 1.39 倍、仕入
高は 1.48 倍にとどまったために、在アジア日系企業に占める在 NIEs3 日




向けが 17.6％、同じく在 ASEAN4 日系企業は 6.5％、59.9％、33.6％、在
NIEs3 日系企業は 4.7％、80.6％、14.7％であった。いずれも日本向けの
比重が小さい。さらに在中国・在 NIEs3 日系企業の場合は現地販売の比




向け販売の比重上昇という傾向がみられる。たとえば 2009 年度から 2014
年度にかけて在中国日系企業では現地販売が 38.6 ポイント減（91.8％か
ら 53.2％へ）、第三国向けが 35.3 ポイント増（4.6％から 39.9％へ）、同じ
く在 NIEs3 日系企業はそれぞれ 26.5 ポイント減（86.8％から 60.3％へ）、
27.9 ポイント増（8.2％から 36.1％へ）と急激に変化している。在
ASEAN4 日系企業はそれほど急激な変化ではないが、それでもそれぞれ
10.6 ポイント減（62.4％から 51.8％へ）、8.5 ポイント増（32.9％から
41.4％へ）となっている。今後、在アジア日系企業は現地販売の度合いを
薄めて第三国向け輸出の根拠地になっていくのかどうかが注目される。
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（b）調達先別仕入高構成
　在中国日系企業は平均して日本からが 23.2％、現地調達が 71.1％、第
三国からが 5.7％、同じく在 ASEAN4 日系企業は 25.1％、66.8％、8.1％、





化が生じている。例えば 2014 年度は在中国日系企業は現地調達が 64.5％
（対前年度比 11.5 ポイント減）、第三国からが 16.7％（同 12.1 ポイント増）、
在 NIEs3 日系企業がそれぞれ 61.6％（同 19.8 ポイント減）、29.8％（同
22.2 ポイント増）であった。在 ASEAN4 日系企業でも現地調達が 66.8％











地場企業向けが 50.9％、同じく在 ASEAN4 日系企業は 53.4％、40.1％、






が 37.1％、地場企業からの調達が 58.0％、同じく在 ASEAN4 日系企業は
















支赤字を上回るようになる）のは在 ASEAN4 日系企業が 2001 年度当初
から、在 NIEs3 日系企業は 2012 年度以降（2006 年度を除く）、在中国日
系企業も 2012 年度以降（2002 年度を除く）であった。在中国・在
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円（日本からの調達額 8132 億円 ×0.9）、輸入額は 4637 億円（日本向け
販売額 4173 億円 ÷0.9）となり、在中国日系企業は日本に 683 億円の貿
易黒字をもたらしていることになる。これは日本の対中国貿易収支の赤
字を縮小する役割を担っているいえる。
　同様に、日本からみた在 ASEAN4 日系企業による ASEAN4 への輸出
額は平均して 1 兆 3473 億円（日本からの調達額（F）1 兆 4970 億円 ×0.9）






　また、日本からみた在 NIEs3 日系企業による NIEs3 への輸出額は平均
して 1141 億円（日本からの調達額（F）1268 億円 ×0.9）、輸入額は 509




　表 10 は在中国・ASEAN4・NIEs3 日系企業（情報通信機械）の販売
先別売上高・調達先別仕入高構成を示している。
　2001 ～ 2004 年度から 2012 ～ 2014 年度にかけて在中国日系企業の売
上高は 3.00 倍、仕入高は 2.79 倍、また在 ASEAN4日系企業はそれぞれ 0.76
倍、0.66 倍、在 NIEs3 日系企業は同じく 1.00 倍、0.87 倍となった。在
ASEAN4 日系企業と在 NIEs3 日系企業は売上高・仕入高ともに減ってさ
えいる。とくに在 ASEAN4 日系企業の落ち込みは激しい。その結果、ア
ジア日系企業に占める比重は在中国日系企業が売上高で同期間に 16.2％
から 38.3％へ、また仕入高は 16.2％から 39.1％へと増大しているのに対
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して、在 ASEAN4 日系企業はそれぞれ 40.9％から 24.5％へ、40.0％から





三国向けが 24.8％、同じく在 ASEAN4 日系企業が 41.2％、29.0％、








三国からが 21.2％であった。同じく在 ASEAN4 日系企業は 31.7％、










87.9％、同じく在 ASEAN4 日系企業が 88.7％、79.3％、在 NIEs3 日系企
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地場企業向けが 29.7％、在 ASEAN4 日系企業はそれぞれ 60.4％、31.1％
であった。両者とも日系企業向けが地場企業向けよりも多いという点で
































からの調達額 7989 億円 ×0.9）、輸入額は 1 兆 2412 億円（日本向け販売




本からの調達額（F〉6293 億円 ×0.9）、輸入額は 1 兆 2254 億円（日本向
け販売額（B）1 兆 1029 億円 ÷0.9）であったから、在 ASEAN4 日系企
業は日本に 6591 億円の貿易赤字をもたらしていることになる。これは日
本の対 ASEAN4 貿易収支の赤字額の 78.6％に相当する。
　それに対して、日本からみた在 NIEs3 日系企業による輸出額は平均し
て 5794 億円（日本からの調達額（F）6438 億円 ×0.9）、輸入額は 4444
億円（日本向け販売額（B）4000 億円 ÷0.9）、差し引き 1350 億円の黒字
であった。これは、対 NIEs3 貿易収支黒字のわずか 2.3％にすぎないが、
赤字をもたらしている他の在アジア日系企業とは異なる。
第 15 巻 —— 129
130 —— 在東アジア日系企業（製造業）の行動様式
第 15 巻 —— 131
（4）電気機械
　表 11 は在中国・ASEAN4・NIEs3 日系企業（電気機械）の販売先別
売上高・調達先別仕入高構成を示している。
　2001 ～ 2004 年度から 2012 ～ 2014 年度にかけて在中国日系企業の売
上高は 2.02 倍、仕入高は 1.99 倍と 3 業種中最も低かったものの、全日系
企業や在アジア日系企業の増加率を上回った結果、全日系企業に占める
比重は同期間に売上高で 21.9％から 37.7％へ、仕入高で 23.1％から 41.8％
へと増加し、さらに在アジア日系企業に占める比重も同期間に売上高で
31.5％から 54.3％へ、仕入高で 32.4％から 57.9％へと急増している。
　在 ASEAN4 日系企業は同期間に売上高は 1.19 倍と増えたものの、在
アジア日系企業の増加率を下回り、さらに仕入高は 0.97 倍と減ってさえ
いる。その結果、在 ASEAN4 日系企業が在アジア日系企業に占める比重
は売上高で 34.6％から 28.9％へ、仕入高で 32.9％から 26.6％へと低下し
ている。さらに、在 NIEs3 日系企業は同期間に売上高・仕入高ともに減
少し（それぞれ 0.76 倍，0.61 倍）、在アジア日系企業に占める比重もそれ





向け 20.3％、同じく在 ASEAN4 日系企業が 31.1％、31.3％、37.6％、在
NIEs3 日系企業が 13.4％、50.4％、36.2％であった。在中国・在 NIEs3 日
系企業は現地販売が最も多いが、それも半分程度にすぎない。在 NIEs3
日系企業の場合は直近では現地販売は第三国向けの比重を下回ってさえ







三国からが 10.4％であった。同じく在 ASEAN4 日系企業は 20.0％、








ASEAN4 日系企業が 95.1％、在 NIEs3 日系企業が 92.2％でいずれも全体
平均よりも高い。それに対して調達面での企業内分業度は非常に低く、










て在中国日系企業はそれぞれ 42.6％、49.2％、同じく在 NIEs3 日系企業
は 35.3％、44.3％で地場企業向けのほうが多い。ただし、在 NIEs3 日系
企業は近年日系企業向けのほうが高くなっている。
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　また現地調達に関しても在中国日系企業は日系企業からの調達 26.8％、
地場企業からの調達 66.0％、在 ASEAN4 日系企業はそれぞれ 31.1％、
49.8％、同じく在 NIEs3 日系企業は 9.9％、61.5％でいずれも地場企業か
らの調達のほうが多い。
　なお、現地の他の外資系企業が占める比重は相対的に高い。特に在










とになる。これに対して在 NIEs3 日系企業の対日貿易収支（B － F）は
基本的に赤字である（2013 年度を除く）。他方で対第三国貿易収支（D







からの調達額 3126 億円 ×0.9）、輸入額は 5487 億円（日本向け販売額
4938 億円 ÷0.9）で在中国日系企業は日本に 2673 億円の貿易赤字をもた
らしている。しかも近年赤字額が拡大する傾向にある。
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　また日本からみた在 ASEAN4 日系企業による輸出額は平均して 1308
億円（日本からの調達額 1453 億円 ×0.9）、輸入額は 3721 億円（日本向




1258 億円（日本からの調達額（F）1398 億円 ×0.9）、輸入額は 712 億円（日
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（注）
（1）拙稿「在中国日系企業（製造業）の行動様式」（奈良学園大学社会科
学学会『社会科学雑誌』第 13 巻、2015 年 12 月、所収）、「在 NIEs3
日系企業（製造業）の行動様式」（同、第 14 巻、2016 年 6 月、所収）、








（5）同上、第 765 号、2016 年 1 月。
（6）経済産業省編『我が国企業の海外事業活動』第 43 回調査、219 ～
220 ページ。
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